
警戒レベルを用いた避難情報

（ページ内の図表は内閣府・気象庁ホームページより抜粋、編集）

住民がとるべき行動避難情報等

避難情報等
（警戒レベル）

河川水位や雨の情報
（警戒レベル相当情報）

氾濫発生情報 大雨特別警報
（土砂災害）

危険な場所から高齢者等は避難
•「高齢者等」は障害のある人や避難を支援する者も含
んでいます。
•さらに、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動
を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、自主的に
避難するタイミングです。

命の危険　直ちに安全確保！
•警戒レベル５は、すでに安全な避難ができず命が危険
な状況です。
•警戒レベル５緊急安全確保の発令を待ってはいけま
せん !
•ただし、警戒レベル５は、市区町村が災害の発生・切
迫を把握できた場合に、可能な範囲で発令される情
報であり、必ず発令される情報ではありません。

氾濫危険情報 土砂災害
警戒情報

氾濫警戒情報
洪水警報 大雨警報

大雨・洪水
注意報 自らの避難行動を確認 氾濫注意情報 ――――

―――― ――――早期注意情報 災害への心構えを高める

警戒
レベル 浸水の情報（河川）

防災気象情報（警戒レベル相当情報）
土砂災害の情報（雨）
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※市区町村長は、河川や雨の情報（警戒レベル相当情報）のほか、地域の土地利用や災害実績なども踏まえ総合的に避難情報等（警戒レ
ベル）の発令判断をすることから、警戒レベルと警戒レベル相当情報が出るタイミングや対象地域は必ずしも一致しません。

警戒レベル5はすでに災害が発生・切迫している状況です。また、必ず発令されるものではありません。

警戒レベル3高齢者等避難や警戒レベル4避難指示で、
地域の皆さんで声をかけあって、安全・確実に避難しましょう。

＜ 警戒レベル４までに必ず避難 ! ＞

警戒レベルについて
警戒レベルは、水害や土砂災害に備えて住民がとるべき行動をお知らせするために５段階にレベル分けしたもので、
市区町村が避難情報と合わせて出す情報です。

危険な場所から全員避難
•警戒レベル４避難指示は、立退き避難に必要な時間
や日没時刻等を考慮して発令される情報で、このタ
イミングで危険な場所から避難する必要がありま
す。

緊急
安全確保

避難指示

高齢者等
避難

大雨警報の発表中に、命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況
となったときに、対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、都道府県と
気象台から共同で発表されます。
詳細な範囲については「危険度分布」で確認できます。しかし、特に警戒区域周辺に
お住まいの方は、実際の周囲の状況や雨の降り方にも注意し、土砂災害警戒情報が発
表されていなくても、危険を感じたら、迷わず自主避難を行いましょう。

大雨警報の発表中に、数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨が観測され
た時に、気象台から発表される情報です。
この情報が発表されたときは、お住まいの地域で、土砂災害や浸水害、中小河川の洪
水害の発生につながるような猛烈な雨が降っていることを意味しています。実際にど
こで災害発生の危険度が高まっているかを「危険度分布」も合わせて確認してください。

やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

ザーザーと降る。
雨の音で話し声が良く
聞き取れない。

どしゃ降り。
ワイパーを速くしても
見づらい。

バケツをひっくり返し
たように降る。
道路が川のようにな
る。

滝のように降る。
（ゴーゴーと降り続く）

息苦しくなるような
圧迫感がある。
恐怖を感ずる。

10～20ｍｍ/h未満 20～30ｍｍ/h未満 30～50ｍｍ/h未満 50～80ｍｍ/h未満 80ｍｍ/h以上

顕著な大雨に関する情報は、大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯により非常に
激しい雨が同じ場所で降り続いている状況を「線状降水帯（※）」というキーワードを使って解説する情報です。
この情報は警戒レベル相当情報を補足する情報です。警戒レベル４相当以上の状況で発表します。
※線状降水帯とは次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなした、組織化した積乱雲群によって、数時間に
わたってほぼ同じ場所を通過または停滞することで作り出される、線状に伸びる長さ50～300km程度、幅20～
50km程度の強い降水をともなう雨域を線状降水帯といいます。毎年のように線状降水帯による顕著な大雨が発
生し、数多くの甚大な災害が生じています。
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